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ま
た
、
特
別
警
戒
区
域
は
、
警
戒
区
域
の
う
ち
、
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
建
築
物
が
損
壊
・
浸
水
し
、
住
民

等
の
生
命
・
身
体
に
著
し
い
危
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
に
お
い
て
、
防
災
上
の
配
慮
を
要
す
る
住
民
等

が
当
該
建
築
物
の
中
に
い
て
も
津
波
を
「
避
け
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
定
の
建
築
物
の
建
築
と
そ
の
た
め

の
開
発
行
為
に
関
し
て
建
築
物
の
居
室
の
高
さ
や
構
造
等
を
津
波
に
対
し
て
安
全
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
求
め
る

区
域
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
区
域
の
指
定
は
、
推
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
ハ
ー
ド
施
策
等
と
の
整
合
性
に
十
分
に
配
意
し

て
行
う
必
要
が
あ
る
。

２

警
戒
区
域
の
指
定
に
つ
い
て

警
戒
区
域
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
応
し
て
、
法
第
五
十
四
条
に
基
づ
く
避
難
訓
練
の
実
施
、
避
難
場
所

や
避
難
経
路
等
を
定
め
る
市
町
村
地
域
防
災
計
画
の
拡
充
、
法
第
五
十
五
条
に
基
づ
く
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
、
法
第
五
十
六
条
第
一
項
、
第
六
十
条
第
一
項
及
び
第
六
十
一
条
第
一
項
に
基
づ
く
指
定
及
び
管
理
協
定
に

よ
る
避
難
施
設
の
確
保
、
第
七
十
一
条
に
基
づ
く
防
災
上
の
配
慮
を
要
す
る
者
等
が
利
用
す
る
施
設
に
係
る
避
難

確
保
計
画
の
作
成
等
の
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
等
が
平
常
時
に
は
通
常
の
日
常
生
活

や
経
済
社
会
活
動
を
営
み
つ
つ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
津
波
か
ら
「
逃
げ
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
都
道

府
県
知
事
が
指
定
す
る
区
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
警
戒
区
域
の
指
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
津
波
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
、
基
礎
調
査
の
結
果
を
勘

案
し
、
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
は
住
民
等
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

土
地
の
区
域
で
、
当
該
区
域
に
お
け
る
人
的
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
上
記
警
戒
避
難
体
制
を
特
に
整
備
す
べ
き

土
地
の
区
域
に
つ
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
警
戒
区
域
に
お
け
る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
規
定

す
る
基
準
水
位
（
津
波
浸
水
想
定
に
定
め
る
水
深
に
係
る
水
位
に
建
築
物
等
へ
の
衝
突
に
よ
る
津
波
の
水
位
の
上

昇
を
考
慮
し
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
値
を
加
え
て
定
め
る
水
位
）
は
、
指
定
避
難
施
設
及
び
管
理
協
定
に
係
る
避

難
施
設
の
避
難
上
有
効
な
屋
上
そ
の
他
の
場
所
の
高
さ
や
、
特
別
警
戒
区
域
の
制
限
用
途
の
居
室
の
床
の
高
さ
の

基
準
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
警
戒
区
域
の
指
定
の
際
に
公
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
津

波
浸
水
想
定
の
設
定
作
業
の
際
に
併
せ
て
、
津
波
浸
水
想
定
を
設
定
す
る
た
め
の
津
波
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
、
想
定
さ
れ
る
津
波
の
せ
き
上
げ
高
を
算
出
し
て
お
き
、
そ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
定
め
る
も
の
と

し
、
原
則
と
し
て
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
で
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

ウ

避
難
施
設

法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
指
定
避
難
施
設
は
、
津
波
に
対
し
て
安
全
な
構
造
で
基
準
水
位
以
上
に
避
難
場
所

が
配
置
等
さ
れ
て
い
る
施
設
を
、
市
町
村
長
が
当
該
施
設
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
避
難
施
設
に
指
定
し
、
施

設
管
理
者
が
重
要
な
変
更
を
加
え
よ
う
と
す
る
と
き
に
市
町
村
長
へ
の
届
出
を
要
す
る
も
の
、
法
第
六
十
条
第

一
項
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
の
管
理
協
定
に
よ
る
避
難
施
設
は
、
市
町
村
と
上
記
と
同
様
の
基
準
に
適
合
す

る
施
設
の
施
設
所
有
者
等
又
は
施
設
所
有
者
等
と
な
ろ
う
と
す
る
者
が
管
理
協
定
を
締
結
し
、
市
町
村
が
自
ら

当
該
施
設
の
避
難
の
用
に
供
す
る
部
分
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
避
難
施
設
は
、
津
波
浸
水
想
定
や
土
地
利
用
の
現
況
等
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、
住
民
等
の
円
滑

か
つ
迅
速
な
避
難
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
配
置
、
施
設
ま
で
の
避
難
経
路
・
避
難
手
段
等
に
留
意
し
て
設

定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
ま
た
、
避
難
訓
練
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
避
難
施
設
を
使
用
す
る
な
ど
し
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
住
民
等
が
円
滑
か
つ
迅
速
に
避
難
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
法

第
十
五
条
の
容
積
率
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
又
は
管
理
協
定
の
制
度
に
よ

り
避
難
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

エ

避
難
確
保
計
画

避
難
促
進
施
設
（
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
た
地
下
街
等
又
は
一
定
の
防
災
上
の
配
慮
を
要
す
る

者
が
利
用
す
る
施
設
）
の
所
有
者
又
は
管
理
者
は
、
法
第
七
十
一
条
第
一
項
に
よ
り
、
避
難
訓
練
そ
の
他
当
該

施
設
の
利
用
者
の
津
波
の
発
生
時
に
お
け
る
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関

す
る
計
画
（
避
難
確
保
計
画
）
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
市
町
村
長
は
、
当
該
所
有
者
又
は
管
理
者
に
対

し
て
、
避
難
確
保
計
画
の
作
成
や
避
難
訓
練
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
基
づ
き
、
助
言
又
は
勧
告
を
行
う
こ

と
に
よ
り
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

警
戒
区
域
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
五
十
三
条
第
三
項
に
基
づ
き
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
を
行
う
関
係

市
町
村
の
長
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
に
関
連
す
る
防
災
、建
築
・
土
木
、

福
祉
・
医
療
、
教
育
等
の
関
係
部
局
、
具
体
の
施
策
を
実
施
す
る
市
町
村
、
関
係
者
が
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
連

絡
調
整
等
を
行
う
と
と
も
に
、
指
定
後
に
お
い
て
も
継
続
的
な
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
警
戒
区
域
内
に
お
け
る
各
種
措
置
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
市
町
村
長
等
が
留
意
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア

市
町
村
地
域
防
災
計
画
の
策
定

市
町
村
防
災
会
議
（
市
町
村
防
災
会
議
を
設
置
し
な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
長
）
は
、
法

第
五
十
四
条
に
よ
り
、
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
、
警
戒
区
域
ご
と
に
、
津
波
に
関
す
る
予
報
又
は
警
報
の
発

令
及
び
伝
達
、
避
難
場
所
及
び
避
難
経
路
、
避
難
訓
練
等
、
津
波
に
よ
る
人
的
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
警
戒
避
難
体
制
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
際
、
高
齢
者
等
防
災
上
の
配
慮
を

要
す
る
者
へ
の
配
慮
や
住
民
等
の
自
主
的
な
防
災
活
動
の
育
成
強
化
に
十
分
配
意
す
る
と
と
も
に
、
避
難
訓
練

の
結
果
や
住
民
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
適
宜
適
切
に
実
践
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
。
ま
た
、
特
に
、
地
下
街
等
又
は
防
災
上
の
配
慮
を
要
す
る
者
が
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
円
滑
か

つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
津
波
に
関
す
る
情
報
、
予
報
又
は
警
報
の
発
令
及
び
伝
達
に
関
す

る
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

イ

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

市
町
村
の
長
は
、
法
第
五
十
五
条
に
よ
り
、
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
津
波
に
関
す
る
情
報
の
伝

達
方
法
、
避
難
施
設
そ
の
他
の
避
難
場
所
及
び
避
難
路
そ
の
他
の
避
難
経
路
等
、
住
民
等
の
円
滑
な
警
戒
避
難

を
確
保
す
る
上
で
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・
周
知
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ

の
作
成
・
周
知
に
当
た
っ
て
は
、
防
災
教
育
の
充
実
の
観
点
か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
用
な
ど
住
民
等
の

協
力
を
得
て
作
成
し
、
説
明
会
の
開
催
、
避
難
訓
練
で
の
活
用
等
に
よ
り
周
知
を
図
る
等
、
住
民
等
の
理
解
と

関
心
を
深
め
る
工
夫
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
津
波
浸
水
想
定
や
市
町
村
地
域
防
災
計
画
が
見
直
さ

れ
た
場
合
な
ど
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
改
訂
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
併
せ
て
、
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
事
項
は
平
時
か
ら
住
民
等

へ
の
周
知
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
つ
い
て

特
別
警
戒
区
域
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
警
戒
区
域
内
に
お
い
て
、
津
波
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
特

に
防
災
上
の
配
慮
を
要
す
る
者
が
利
用
す
る
一
定
の
社
会
福
祉
施
設
、
学
校
及
び
医
療
施
設
の
建
築
並
び
に
そ
の

た
め
の
開
発
行
為
に
つ
い
て
、
法
第
七
十
五
条
及
び
第
八
十
四
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
津
波
に
対
し
て
安
全
な
も

の
と
し
、
津
波
が
来
襲
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
倒
壊
等
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
用
途
ご
と
に
定
め
る
居
室
の
床
面
の

高
さ
が
基
準
水
位
以
上
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
等
が
津
波
を
「
避
け
る
」
た
め
指
定
す
る
区

域
で
あ
る
。

ま
た
、
法
第
七
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
基
づ
き
、
特
別
警
戒
区
域
内
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
区
域
内
で

は
、
津
波
の
発
生
時
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
で
き
な
い
お
そ
れ
が
大
き
い
も
の
と
し
て
条
例

で
定
め
る
用
途
（
例
え
ば
、
住
宅
等
の
夜
間
、
荒
天
時
等
津
波
が
来
襲
し
た
時
間
帯
等
に
よ
っ
て
は
円
滑
な
避
難

が
期
待
で
き
な
い
用
途
）
の
建
築
物
の
建
築
及
び
そ
の
た
め
の
開
発
行
為
に
つ
い
て
、
法
第
七
十
五
条
及
び
第
八

十
四
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
上
記
と
同
様
、
津
波
に
対
し
て
安
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
並
び
に
居
室
の
床
面
の

全
部
又
は
一
部
の
高
さ
が
基
準
水
位
以
上
で
あ
る
こ
と
（
建
築
物
内
の
い
ず
れ
か
の
居
室
に
避
難
す
る
こ
と
で
津

波
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。）又
は
基
準
水
位
以
上
の
高
さ
に
避
難
上
有
効
な
屋
上
等
の
場
所
が
配
置
等
さ
れ
る

こ
と
（
建
築
物
の
屋
上
等
に
避
難
す
る
こ
と
で
津
波
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。）の
い
ず
れ
か
の
基
準
を
参
酌
し

て
条
例
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
地
域
の
選
択
と
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
特
別
警
戒
区
域
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
津
波
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
、
基
礎
調
査
の
結
果
を
勘
案

し
、
警
戒
区
域
の
う
ち
、
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
は
建
築
物
が
損
壊
し
、
又
は
浸
水
し
、
住
民
等
の
生
命
又
は

身
体
に
著
し
い
危
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
土
地
の
区
域
で
、
上
記
の
一
定
の
建
築
物
の
建
築

及
び
そ
の
た
め
の
開
発
行
為
を
制
限
す
べ
き
土
地
の
区
域
に
つ
い
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
基
礎
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
の
現
況
や
将
来
像
等
を
十
分
に
勘
案
す
る
必
要
が

あ
る
と
と
も
に
、
法
第
七
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
衆
へ
の
縦
覧
手
続
、
住
民
や

利
害
関
係
人
に
対
す
る
意
見
書
提
出
手
続
、
関
係
市
町
村
長
の
意
見
聴
取
手
続
に
よ
り
、
地
域
住
民
等
の
意
向
を

十
分
に
踏
ま
え
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
住
民
等
に
対
し
制
度
内
容
の
周
知
、
情
報
提
供
を
十
分
に

行
い
そ
の
理
解
を
深
め
つ
つ
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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